
図 1 インフラメンテナンスにおける新技術の導入事例

出典：国土交通省 水管理・国土保全局「令和５年度水管理・国土保全局関係予算概算要求概要」

国土交通省ではインフラメンテ

ナンスにおいて、事後保全から

予防保全への転換を図っていま

す。老朽化した施設が今後急増

する状況に対応するため､①計

画的な施設の維持管理・更新､

②新技術の開発・導入による効

率化・省人化などにより､持続可

能なインフラメンテナンスサイク

ルの実現を目指しています。

（1）台帳システムの導入（クラウド管理）

既存の台帳をクラウド上で管理することで、位置、図面、点

検・改築履歴、写真などを一元で管理できます。また、ス

マートフォンやタブレットを携帯することで、いつでもどこでも

情報を把握できます。

（2）除石管理との連携が可能

老朽化した堰堤の改築と合わせて除石を行うことで、効率的

なメンテナンス事業を実施できます。そのためにも除石管理

とクラウドシステムを連携させた長寿命化計画に更新するこ

とで維持管理の高度化・効率化を図ります。堆砂高は､例え

ばドローンや衛星を利用することで定期的に把握し､これをク

ラウドシステムで管理して点検の省力化を図り､堆砂状況に

応じて柔軟に長寿命化計画を運用できます。

事後保全から予防保全への転換

多様なインフラ管理へも拡張

クラウド型砂防維持管理システムのご提案

砂防関係施設の点検は現地にて点検調書に手書きし､その結果を点検調書に転記しています｡これらの入力を現地でシステムに入

力し､点検結果や施設台帳、堰堤諸量をクラウドで一元管理します｡

Blitz GISは、既に上下水道施設で多数導入されていますが､砂防施設だけでなく､ダムや排水機場、道路､橋

梁､農業水利施設など多様なインフラの管理にも拡張可能です。Blitz GISの導入事例や機能等の詳細は、下記

リンク先のWebサイトもしくは右記のQRコードよりご覧ください。

https://www2.blitzgis.com/

図2 クラウド型砂防維持管理システムBlitz GISの概要図
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DXの推進による砂防メンテナンスの高度化
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